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効率的な⽔産物⽣産と拡⼤に向けた⼀般的な課題

世界の⽔産物⽣産状況

 天然⽔産物の⽣産は1990年代から頭打ち

 ⽔産物全体の⽣産増加を押し上げているのは
海⾯および内陸の養殖業

 養殖業の発展に伴って課題も⽣まれる
 海洋環境、⽔質の汚染 （富栄養化、海底沈殿物）

 周辺の⽣態系の撹乱（移⼊種の逃亡、疾病の拡⼤）

 餌となる原料への負荷（餌原料となる⿂種や⼤⾖）

 漁場利⽤に関わる地域コンフリクト

国際連合⾷糧農業機関「FAO. 2024. The State of World Fisheries and Aquaculture 」より

世界の漁業・養殖業⽣産
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効率的な漁場利⽤に向けた新たな課題

海洋環境の変化
による⽣産性の変
化
資料出所︓令和6年度⽔産
⽩書より

経営体の著しい減少と⽣産性向
上イノベーションの必要性
資料出所︓⽔産庁 「養殖業成⻑産業化の推進
令和7年4⽉」

2010-2030までの成⻑予測では、
2013年には国際的にみて⽇本の成
⻑予測が低迷
資料出所︓WORLD BANK REPORT NUMBER 
83177-GLB「Fish to 2030 Prospects for 
Fisheries and Aquaculture」
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有効な漁場の共同活⽤例­南三陸志津川湾⼾倉⽀所の事例ー

漁場を有効に活⽤するための策としての企業経営や協業といった取り組み

南三陸における新たな挑戦に向けた協働体制

• H24年から３年間 「頑張る養殖復興⽀援事業」を実施

• カキ、ワカメ、ホタテ作業部会とギンザケ養殖６名の計９６名による協働体制の確⽴

震災後、過密養殖からの脱却を図る（区画⾒直し）

・マガキの養殖筏の間隔を拡⼤し、施設台数を削減

・ギンザケの⽣け簀を沖合に移動

・経体規模に合わせた施設配分
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カキ部会による過密養殖の改善と⽣産性の向上成果

震災前 復興後

⽣産量︓約２倍
⽣産⾦額︓約1.5倍
１⽇あたりの労働時間︓４時間短縮

半年で収穫サイズに 国際的な持続可能な養殖業認証の
取得

資料出所︓（公財）世界⾃然保護基⾦ジャパウェブサイト
（https://www.wwf.or.jp/activities/activity/3749.html、
https://www.wwf.or.jp/activities/lib/4574.html）

⽣産性が上がるとともに、作業時間が効率化し、余暇を家族と楽しむ時間も増えた
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